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を
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宮
澤
章
二
没
後
二
〇
年
展
示

写真「37歳頃の宮澤章二」
宮澤新樹氏提供
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▲写真「41歳頃の宮澤章二」
    宮澤新樹氏提供

▲『埼玉風物詩集』
   株式会社埼玉新聞社提供
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「
埼
玉
・
人
と
こ
こ
ろ
」
一
九
八
六
年
九
月
号
「
埼
玉
風
物
詩
を
書
き
な
が
ら
」
よ
り

『
埼
玉
風
物
詩
集
』
あ
と
が
き
よ
り



▲ 『埼玉風物詩』(私家版)
宮澤の没後に刊行。「さいたまグラ

    フ」に掲載された「埼玉風物詩」
    から、58作品が掲載されている。

▲ 『埼玉風物詩草稿ノート』(No.1)
宮澤が「埼玉風物詩」執筆のため、原

    稿の草稿をまとめたノート。調査のため
    の新聞記事や、現地で撮影された写
    真なども保管されている。
さいたま文学館/所蔵
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No.2「土ーわが生誕の家はないー」 「さいたまグラフ」1977年2月号掲載

宮澤が生まれ育った羽生の生家について書いた詩。宮澤は、家業である米穀肥料商を自分の代でた
たんでおり、家を捨ててしまったのではないかという意識もあったようです。

羽
生
市

６

▲写真「両親と写る、幼いころの宮澤章二」
宮澤新樹氏提供

▲写真「大正時代ごろの宮澤の生家」
宮澤新樹氏提供

べ い こ く ひ り ょ う し ょ う

は

に

ゅ

う

埼
玉
風
物
詩
自
筆
原
稿
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『
小
さ
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
欲
し
く
て
』

大宮公園内にあった、埼玉県立博物館（現・埼玉県立歴史と民俗の博物館）について書かれた詩です。春
編と、秋編の二編が作成されています。展示を見た宮澤は、歴史の中で生きた様々な人々に思いを馳せ、
博物館とは「人間の命の流れを包みこんだ巨大な館」だと感じています。

さ
い
た
ま
市

No.3「歴史博物館にて・春ー大宮公園・埼玉県立博物館ー」 「さいたまグラフ」1984年4月号掲載

No.4「歴史博物館にて・秋ー大宮公園・埼玉県立博物館ー」 「さいたまグラフ」1984年9月号掲載
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『
小
さ
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
欲
し
く
て
』

大宮駅が開業100年を迎えた年に書かれた作品。鉄道の街・大宮のはじまりから新幹線開通まで、
その歴史についてふれています。

No.5「大宮駅生誕百年ー大宮・国鉄大宮駅ー」 「さいたまグラフ」1985年3月号掲載

No.6「大榧幻想ー与野の大カヤ・与野市ー」 「さいたまグラフ」1980年11月号掲載

妙行寺（中央区鈴谷）の国指定天然記念物「与野の大カヤ」が、千年にわたり根を張り実をつける姿に
感銘を受け、巨木の息吹に耳を傾けています。

さ
い
た
ま
市

8

み ょ う ぎ ょ う じ す ず や
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No.8「歳末魚歌ー羽生・さいたま水族館ー」 「さいたまグラフ」1983年12月号掲載

羽生水郷公園にあるさいたま水族館は、この詩が掲載された1983年に開館しました。清らかな魚たちを眺め
る宮澤は、みずからの禊をも重ね合わせます。

No.7「利根導水路ー利根大堰・行田市ー」 「さいたまグラフ」1981年7月号掲載

利根導水路（利根大堰）は、川の流れを調節するための大掛かりな堰です。現地を訪れた宮澤は夕陽に輝く
水路の壮大さと、力強いその流れに心惹かれます。

行
田
市

羽
生
市

と ね お お ぜ き

みそぎ

ぎ

ょ

う

だ

は

に

ゅ

う

せ き
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No.9「森林にてー武蔵丘陵森林公園ー」 「さいたまグラフ」1977年8月号掲載

公園を訪れた宮澤は、悠久の年月を生き続ける木々に想いを馳せます。そして、自分たち人間にできるの
は、蝉のように命ある限り鳴くことだと言います。

No.10「青春水路ー戸田ボートコースー」 「さいたまグラフ」1978年5月号掲載

漕艇場では、今日も若者たちがオールを手にレースに打ち込んでいます。宮澤は、5年前とも10年前とも変
わらぬその勇姿を見つめていました。

滑
川
町

そ う て い じ ょ う

戸
田
市

な

め

が

わ

と

だ

む さ し き ゅ う り ょ う し ん り ん こ う え ん
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No.11「通りゃんせ―川越・三芳野神社―」 「さいたまグラフ」1979年5月号掲載

川越にある三芳野神社は、わらべ歌「通りゃんせ」発祥の地と言われています。自らの想いを歌詞に載せ、
城跡での感慨に浸っています。

No.12「武甲の猿」 「さいたまグラフ」1974年12月号掲載

武甲山は、石灰岩の採掘により、無残な山肌を見せています。ここに住んでいた猿たちは、どこへ追いや
られたのでしょう。猿たちの無事な行く末を願っています。

川
越
市

秩
父
市
～
横
瀬
町

か

わ

ご

え

ち

ち

ぶ

よ

こ

ぜ

み よ し の じ ん じ ゃ

ぶ こ う



マ
ッ
プ
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No.10 戸田ボートコース（戸田市） No.11 三芳野神社（川越市） No.12 武甲山（秩父市・横瀬町）

No.6 妙行寺の大カヤ（さいたま市中央区）

No.7
No.2
No.8

No.3
No.4
No.5
No.6

No.11

No.10

● ●

●
●

●
写真撮影：宮澤新樹氏
撮影日：2024年冬～2025年春

No.5 大宮駅東口と西口（さいたま市大宮区）
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（
写
真
提
供

洋
菓
子
・
喫
茶
ボ
ン
ボ
ン
）

『
小
さ
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
欲
し
く
て
』

マ
ッ
プ

13

No.2 宮澤家の生家（羽生市）

※現在はありません

No.7 利根大堰（行田市） No.8 さいたま水族館（羽生市） No.9 国営武蔵丘陵森林公園（滑川町）

埼玉風物詩マップ

本目録の自筆原稿ぺージのNo.でご紹介します。

No.12

No.9●

●

No.3 ・ No.4 大宮公園と埼玉県立歴史と民俗の博物館（さいたま市大宮区）
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宮
澤
章
二
略
年
譜

一
九
一
九

一
九
二
六

一
九
二
七

一
九
三
二

一
九
三
四

一
九
三
九

一
九
四
〇

一
九
四
一

一
九
四
二

一
九
四
三

一
九
四
四

一
九
四
五

一
九
四
七

一
九
五
一

一
九
五
六

一
九
五
七

一
九
六
一

一
九
六
三

一
九
六
五

一
九
六
六

一
九
六
九

一
九
七
〇

一
九
七
一

一
九
七
二

一
九
七
三

西
暦

〇七八十
三

十
五

二
〇

二
一

二
二

二
三

二
四

二
五

二
六

二
八

三
二

三
七

三
八

四
二

四
四

四
六

四
七

五
〇

五
一

五
二

五
三

五
四

年
齢

六
月
十
一
日
、埼
玉
県
北
埼
玉
郡
三
田
ヶ
谷
村
弥
勒(

現
・埼
玉
県
羽
生
市
）
に
て
、父
・友
二
と
母
・き
み
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

東
京
市
日
本
橋
区
（
現
・東
京
都
中
央
区
）
の
箱
崎
尋
常
小
学
校
に
入
学
す
る
。

三
田
ヶ
谷
尋
常
高
等
小
学
校
に
転
校
。

翌
年
、二
年
生
を
終
え
る
と
再
び
箱
崎
尋
常
小
学
校
に
戻
る
。

箱
崎
尋
常
小
学
校
を
卒
業
す
る
。府
立
高
等
学
校
（
現
・東
京
都
立
大
学
の
前
身
）
の
尋
常
科
に
入
学
す
る
。府
立
高
校
在
学
中
か
ら
、俳
句
や
小
説
の
投
稿
を
は
じ
め
る
。

母
が
亡
く
な
る
。こ
の
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
祖
父
や
兄
弟
が
相
次
い
で
亡
く
な
る
。

府
立
高
等
学
校
を
卒
業
。東
京
帝
国
大
学
（
現
・東
京
大
学
）
経
済
学
部
商
業
学
科
に
入
学
す
る
。

父
が
亡
く
な
る
。大
学
を
退
学
し
て
、羽
生
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
・羽
生
市
立
羽
生
北
小
学
校
）
の
代
用
教
員
に
な
る
。

代
用
教
員
を
退
職
す
る
。東
京
帝
国
大
学
文
学
部
美
学
科
に
再
入
学
す
る
。

自
身
が
作
詞
し
た
「
花
か
を
る
」
を
応
募
、翌
年
卒
業
式
の
歌
と
し
て
採
用
さ
れ
る
（
作
曲
・下
總

皖
一
）

東
京
帝
国
大
学
を
半
年
間
早
く
繰
り
上
げ
卒
業
す
る
。

中
島
飛
行
機
に
入
社
す
る
。群
馬
や
福
島
の
工
場
で
勤
務
す
る
。

終
戦
に
よ
り
、中
島
飛
行
機
が
解
散
。九
月
に
三
田
ヶ
谷
村
に
戻
り
、不
動
岡
町
（
現
・加
須
市
）
に
住
ん
で
い
た
岡
安
迷
子
の
も
と
で
、一
九
四
七
年
ま
で
俳
句
雑
誌
の
編
集
に
携
わ
る
。

現
在
の
埼
玉
県
立
不
動
岡
高
等
学
校
の
教
員
に
な
り
、
国
語
を
教
え
る
。
原
道
村
（
現
・
加
須
市
）
出
身
の
作
曲
家
・
下
總
皖
一
に
手
子
林
小
学
校
校
歌
の
作
曲
を
依
頼
し
た
こ
と
が
縁

で
、校
歌
な
ど
の
作
詞
の
仕
事
を
は
じ
め
る
。

不
動
岡
高
等
学
校
を
退
職
す
る
。東
京
都
荒
川
区
に
転
居
す
る
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
放
送
局
の
ラ
ジ
オ
歌
謡
の
作
詞
、放
送
台
本
の
執
筆
な
ど
に
携
わ
る
。

第
一
詩
集
『
あ
ん
ぶ
く
の
臍
』
を
刊
行
す
る
。

大
宮
市
吉
野
町
（
現
・さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
）
に
転
居
す
る
。

大
宮
市
史
編
纂
委
員
を
委
嘱
さ
れ
る
。大
宮
市
の
教
育
委
員
会
教
育
委
員
と
な
る
（
一
九
六
九
年
ま
で
、任
期
最
後
の
二
年
間
は
教
育
委
員
長
）
。

童
謡
詩
『
む
ぎ
ば
た
け
』
を
創
刊
す
る
。

埼
玉
新
聞
に
て
「
埼
玉
風
物
詩
」
の
連
載
を
は
じ
め
る
。

詩
集
『
蓮
華
』
を
刊
行
す
る
。

詩
集
『
旅
路
』
を
刊
行
す
る
。

詩
集
『
埼
玉
風
物
詩
集
』
を
刊
行
す
る
。

詩
集
『
空
存
』
を
刊
行
す
る
。

教
育
文
化
功
労
者
表
彰
（
埼
玉
県
教
育
委
員
会
表
彰
）
を
受
け
る
。

詩
集
『
枯
野
抄
』
を
刊
行
す
る
。

こ
の
年
で
、「
埼
玉
新
聞
」
で
の
「
埼
玉
風
物
詩
」
の
連
載
が
終
了
す
る
。

こ
の
年
以
降
、童
謡
「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
の
歌
詞
が
宮
澤
章
二
訳
に
統
一
さ
れ
る
。

日
本
童
謡
賞
を
受
賞
す
る
。

「
詩
の
研
究
会
」
が
発
足
、講
師
と
し
て
約
三
〇
年
指
導
す
る
。

「
さ
い
た
ま
グ
ラ
フ
」
に
て
「
埼
玉
風
物
詩
」
の
連
載
を
始
め
る
。

あ

ゆ

み
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一
九
七
五

一
九
七
六

一
九
七
七

一
九
八
〇

一
九
八
一

一
九
八
五

一
九
八
六

一
九
八
九

一
九
九
〇

一
九
九
一

一
九
九
四

一
九
九
五

二
〇
〇
〇

二
〇
〇
二

二
〇
〇
五

二
〇
〇
六

二
〇
〇
七

二
〇
一
〇

二
〇
一
一

二
〇
一
三

二
〇
一
八

二
〇
二
〇

二
〇
二
二

二
〇
二
三

二
〇
二
四

二
〇
二
五

五
六

五
七

五
八

六
一

六
二

六
六

六
七

七
〇

七
一

七
二

七
五

七
六

八
一

八
三

八
五

童
謡
詩
集
『
知
ら
な
い
子
』
を
刊
行
す
る
。

「
ホ
ー
ム
ス
タ
デ
ィ
ほ
く
し
ん
」
で
中
学
生
向
け
の
詩
の
連
載
を
は
じ
め
る
。

埼
玉
文
化
賞
（
芸
術
部
門
）
、赤
い
鳥
文
学
賞
特
別
賞
を
受
賞
す
る
。

詩
集
『
宮
澤
章
二
詩
集
（
昭
和
詩
体
系
）
』
を
刊
行
す
る
。

埼
玉
文
化
功
労
者
表
彰
（
埼
玉
県
知
事
表
彰
）
を
受
け
る
。

大
宮
詩
人
会
が
発
足
、初
代
会
長
に
就
任
す
る
。

詩
集
『
出
発
の
季
節
』
を
刊
行
す
る
。

浦
和
駅
西
口
に
、宮
澤
の
詩
「
さ
い
た
ま
の
譜
」
の
碑
が
建
立
さ
れ
る
。

地
域
文
化
功
労
者
表
彰
（
文
部
大
臣
表
彰
）
を
受
け
る
。

詩
集
『
ま
ご
抄
』
を
刊
行
す
る
。

詩
集
『
拾
遺
抄
』
を
刊
行
す
る
。

詩
集
『
前
進
の
季
節
』
を
刊
行
す
る
。

詩
集
『
風
鈴
抄
』
を
刊
行
す
る
。

大
宮
市
文
化
賞
、下
總
皖
一
音
楽
賞
特
別
賞
を
受
賞
す
る
。

詩
集
『
風
魂
歌
』
を
刊
行
す
る
。

羽
生
市
民
栄
誉
賞
を
受
賞
す
る
。

体
調
不
良
に
よ
り
、『
さ
い
た
ま
風
物
詩
』
の
連
載
を
休
載
す
る
。

詩
集
『
晩
年
抄
』
を
刊
行
す
る
。

詩
集
『
結
実
の
季
節
』
を
刊
行
す
る
。

三
月
一
一
日
永
眠
。

詩
集
『
青
春
前
期
の
き
み
た
ち
に

詩
人
宮
澤
章
二
の
七
七
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
が
刊
行
さ
れ
る
。

詩
集
『
埼
玉
風
物
詩
』
（
私
家
版
）
が
刊
行
さ
れ
る
。

詩
集
『
行
為
の
意
味

青
春
前
期
の
き
み
た
ち
に
』
が
刊
行
さ
れ
る
。

東
日
本
大
震
災
発
生
後
に
放
送
さ
れ
た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
「
見
え
る
気
持
ち
に
」
が
き
っ
か
け
で
、宮
澤
章
二
の
詩
に
注
目
が
集
ま
る
。

羽
生
市
立
三
田
ヶ
谷
小
学
校
内
に
宮
澤
章
二
記
念
館
が
開
設
さ
れ
る
（
廃
校
に
と
も
な
い
、現
在
は
羽
生
市
立
郷
土
資
料
館
で
資
料
を
展
示
）

詩
集
『
行
為
の
意
味

青
春
前
期
の
君
た
ち
へ
送
る
心
の
詩
』
の
新
装
版
が
刊
行
さ
れ
る
。

大
宮
図
書
館
に
て
、企
画
展
「
詩
人
・宮
澤
章
二
と
大
宮
」
と
、関
連
講
演
会
が
開
催
さ
れ
る
。

大
宮
図
書
館
に
て
、新
春
特
別
展
示
「
宮
澤
章
二
の
年
賀
状
ー
寅
ー
」
が
開
催
さ
れ
る
。

大
宮
図
書
館
に
て
、新
春
特
別
展
示
「
宮
澤
章
二
の
年
賀
状
ー
卯
ー
」
が
開
催
さ
れ
る
。

大
宮
図
書
館
に
て
、新
春
特
別
展
示
「
宮
澤
章
二
の
年
賀
状
ー
辰
ー
」
が
開
催
さ
れ
る
。

大
宮
図
書
館
に
て
、新
春
特
別
展
示
「
宮
澤
章
二
の
年
賀
状
ー
巳
ー
」
が
開
催
さ
れ
る
。

大
宮
図
書
館
に
て
、「
詩
人
・宮
澤
章
二
か
ら
の
エ
ー
ル
～
自
分
の
一
歩
を
～
」
、「
宮
澤
章
二
の
埼
玉
風
物
詩
～
さ
い
た
ま
を
歩
く
、さ
い
た
ま
を
巡
る
～
」
が
開
催
さ
れ
る
。

詩
集
『
新
版

行
為
の
意
味

青
春
前
期
の
君
た
ち
へ
送
る
心
の
詩
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
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原

稿

原

稿

原

稿

原

稿

原

稿

原

稿

原

稿

原

稿

原

稿

原

稿

原

稿

ノ
ー
ト

種

別

「
武
甲
の
猿
」(

秩
父
市
・横
瀬
町)

「
通
り
ゃ
ん
せ
ー
川
越
・三
芳
野
神
社
ー
」(

川
越
市)

「
青
春
水
路
ー
戸
田
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
ー
」(

戸
田
市)

「
森
林
に
て
ー
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
ー
」(

滑
川
町)

「
歳
末
魚
歌
ー
羽
生
・さ
い
た
ま
水
族
館
ー
」(

羽
生
市)

「
利
根
導
水
路
ー
利
根
大
堰
・行
田
市
ー
」(

行
田
市)

「
大
榧
幻
想
ー
与
野
の
大
カ
ヤ
・与
野
市
」(

さ
い
た
ま
市)

「
大
宮
駅
生
誕
百
年
ー
大
宮
・国
鉄
大
宮
駅
ー
」(

さ
い
た
ま
市) 

「
歴
史
博
物
館
に
て
・秋
ー
大
宮
公
園
・埼
玉
県
立
博
物
館
ー
」(

さ
い
た
ま
市)

「
歴
史
博
物
館
に
て
・春
ー
大
宮
公
園
・埼
玉
県
立
博
物
館
ー
」(

さ
い
た
ま
市)

「
土
ー
わ
が
生
誕
の
家
は
な
い
ー
」(

羽
生
市)

「
埼
玉
風
物
詩
草
稿
ノ
ー
ト
」

資

料

企
画
展
「宮
澤
章
二
の
埼
玉
風
物
詩

さ
い
た
ま
を
歩
く
・さ
い
た
ま
を
巡
る
」出
品
目
録

エ
ッ
セ
イ
「
埼
玉
を
歩
い
て
来
た
」

エ
ッ
セ
イ
「
埼
玉
風
物
詩
を
書
き
な
が
ら
」

『
埼
玉
風
物
詩
集
』
あ
と
が
き

会
場
内
展
示
パ
ネ
ル

「
埼
玉
新
聞
」
一
九
九
五
年
四
月
十
九
日

「
さ
い
た
ま
人
と
こ
こ
ろ
」
一
九
八
六
年
九
月
号

『
埼
玉
風
物
詩
集
』
一
九
六
六
年

初
出
掲
載
資
料

さ
い
た
ま
文
学
館
蔵

右
記
以
外
の
資
料
は
さ
い
た
ま
市
立
大
宮
図
書
館
所
蔵
で
す

主
な
参
考
文
献

『
埼
玉
風
物
詩
集
』宮
澤
章
二/

著

埼
玉
新
聞
社
出
版
部

一
九
六
六
年

『
宮
澤
章
二-

風
と
光
の
詩
人

企
画
展-

』  

さ
い
た
ま
文
学
館/

編

さ
い
た
ま
文
学
館

二
〇
一
五
年

「
さ
い
た
ま
人
と
こ
こ
ろ
」一
九
八
六
年
九
月
号

埼
玉
文
化
懇
話
会

「
ア
コ
レ
お
お
み
や
」二
〇
一
〇
年
九
・十
月
号

ア
コ
レ
お
お
み
や
編
集
部

「
紀
要
」第
十
号

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館/

編

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

二
〇
一
六
年

「
ア
コ
レ
お
お
み
や
」二
〇
一
九
年
四
・五
月
号

ア
コ
レ
お
お
み
や
編
集
部

「
埼
玉
新
聞
」一
九
九
五
年
四
月
一
九
日

「
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」https://saitam

a-
rekim

in.spec.ed.jp/

「
（
独
）水
資
源
機
構

利
根
導
水
総
合
管
理
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」https://w

w
w
.w

ater.go.jp/kanto/tone/index.htm
l

「
川
越
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

https://w
w
w
.city.kaw

agoe.saitam
a.jp/kanko/k-

spots/
/

.htm
l

「
武
甲
山
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」https://w

w
w
.bukohzan.jp/

＊
著
作
権
に
は
十
分
配
慮
し
て
い
ま
す
が
、
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

発
行
日

二
〇
二
五
年
七
月
三
日

編
集
・
発
行

さ
い
た
ま
市
立
大
宮
図
書
館

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

大
宮
区
吉
敷
町
一
ー
一
二
四
ー
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
八-

六
四
三-

三
七
〇
一

宮
澤
章
二
没
後
二
〇
年
展
示

「
宮
澤
章
二
の
埼
玉
風
物
詩

さ
い
た
ま
を
歩
く
、
さ
い
た
ま
を
巡
る
」
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